
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 3018 

 

令和５年度 保健体育科 

 

 

教科 保健体育 科目 体育（女子） 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「最新高等保健体育」改訂版 （大修館書店） 

副教材等 「最新高等保健体育ノート」改訂版 （大修館書店） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 

・各種目を通じて瞬発力や筋持久力などの基本的な身体能力を高めると共に、運動の理論や技術・ 

技能を習得し、生涯に渡って継続的に運動できる体力と能力を身に付けよう。 

・体育授業に興味関心を持ち、主体的かつ意欲的に取り組み、運動本来の楽しさや達成感を獲得 

しよう。 

・体育授業を通じて、ルールを守る意識を高め、公正で安全な活動になるように心掛け、生涯に 

わたって継続できる資質や能力を高めよう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

 

運動を理論的・計画的に実践し知識と技を高めることで、運動の楽しさや健康の維持増進に興味関心が向

くようにし、その活動を通じて公正・責任・協力・安全・企画・運営などに対する意欲を向上させ、結果

として生涯にわたって豊かなスポーツライフが継続できるような資質や能力を育てる。 

 

【３年生の到達目標】 

１．（関心・意欲・態度）高校２年の学習を再確認し、学習によって体力・技能が向上する可能性がある

ことに関心を持ち、発達の段階や学習の段階に応じた適切な課題の設定や練習の進め方を工夫するなど意

欲的に取り組める。体調や環境に注意を払いながら運動をおこなうことができ、ケガの予防や危険回避の

予測能力を高めるなど自己や他者の健康・安全に留意しながら取り組める。 

 

２．（思考・判断・表現）高校２年での自己課題に応じた運動の取り組み方を発展的にし、生涯体育に繋

がる発展的な考え方を持つことができる。体力向上、技能向上、安全確保に関する課題解決に向け、考え

を深め表現できるようになる。 

 

３．（技能）高校２年からの継続性を考慮し、生涯にわたって運動を豊かに実践することをめざし、記録

や技に挑戦したり、簡易化されたルールの制限を正規のルールに近づけられるよう発展的な技能の向上を

めざすことができる。 

 

４．（知識・理解）各種目に応じた技術の名称や練習方法、体力の高め方、課題解決の方法を理解し、他

者との共通理解ができる種目ごとのコミュニケーション能力を高める。知識・理解をもとに運動観察や交

流、発表を発展させることができる。 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 



 

※令和３年度以前入学生用 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

運動の楽しさや喜び

を深く体験すること

ができるよう、興味関

心を持ち、公正で責任

感を持ち、安全で協力

的な態度で取り組も

うとする。 

生涯スポーツの実現

に向けて、自己やグル

ープの課題に応じた

運動を工夫しながら

取り組んでいる。ま

た、自己やグループの

状況に応じた体力・技

能・技術を計画的に実

践している。 

運動の合理的な実践

を通じて、各領域の運

動の特性に応じて記

録を伸ばしたり、勝敗

を競ったりと向上段

階に応じた技能を身

に付けている。 

各種領域の運動技術の

名称や身体の動かし方、

体力の高め方など具体

的な方法を理解してい

る。また、練習方法や安

全な取り組み方の知識

を持っている。スポーツ

の歴史や変遷、現代スポ

ーツの特徴などをもと

に効果的な学習の仕方

や生涯スポーツの設計

の仕方を理解している。 

評
価
方
法 

レポート 

観察 

レポート 

 

観察 

実技テスト 

試合の結果 

測定記録 

レポート 

観察 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

体
つ
く
り
運
動 

集団行動 

体ほぐしの運動 

ラジオ体操 

ストレッチ運動 

補強運動 

○ ○ ○ ○ a:心と体は互いに影響して

変化していることに気付き、

興味関心を持って心身の調

子を整えるために運動した

り仲間と積極的に交流する

取り組みをしている。 

b:運動の計画を立て、自己や

仲間の課題に応じた運動を

継続するための取り組み方

を工夫している。 

c:各種運動の特性に応じた

動きを身に付けている。 

d: 各種運動の特性に応じた

動きにどのような効果があ

るのかを理解し実践しよう

としている。 

観察 

実技テスト 

レポート 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル 

 

 

ハンドボール 

（ゴール型スポーツ） 

基本的な動作 

パス、ドリブル、シュート 

対人プレー 

 

○ ○ ○  

 

a: ハンドボールの楽しさを

経験できるようにその技術

に関心を持ち、パスやドリブ

ル、シュートの技術修正や向

上に努めようとしている。マ

ナーやルールを大切にし、事

故防止に関する心得など健

康で安全な活動になるよう

自主的に取り組んでいる。 

b: 自己の課題に応じた運動

の取り組み方を工夫し、同じ

課題を持つ他者に対しても

積極的に考えを伝えること

ができる。 

c:ゴール型球技の特性に応

じた基本的な技能や対人プ

レーを身に付けている。 

観察 

実技テスト 

チ ー ム 戦

績 

レポート 

卓
球 

 

基本的動作 

構え方 

ラケットの握り方 

ラケット面の作り方 

ストローク 

 フォアハンド 

 バックハンド 

対人プレー 

 

○ ○ ○  

 

a:卓球の楽しさを経験でき

るようにその技術に関心を

持ち、ストロークやラリーを

続ける技術修正や向上に努

めようとしている。マナーや

ルールを大切にし、事故防止

に関する心得など健康で安

全な活動になるよう自主的

に取り組んでいる。 

b: 自己の課題に応じた運動

の取り組み方を工夫し、同じ

課題を持つ他者に対しても

積極的に考えを伝えること

ができる。 

c:ネット型の特性に応じた

基本的な技能や対人プレー

を身に付けている。 

観察 

実技テスト 

チ ー ム 戦

績 

レポート 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

体
育
理
論 

 

生涯スポーツの見方・考え方 

ライフスタイルに応じたスポーツ 

日本のスポーツ振興 

スポーツと環境 

○ ○  ○ a:生涯スポーツの効果的な

学習の仕方について積極的

に考え、関心を持って取り組

んでいる。 

b:ライフスタイルに応じて

取り組む課題の設計や計画

を立てることができる。 

d:スポーツと地域が相互に

関連し、より良い社会をつく

るための関わり方を理解し

ている。 

観察 

レポート 

小テスト 

２
学
期 

水
泳 

 

 

水泳（背泳） 

背泳の基本動作 

ストローク、キック、ブレス 

コンビネーション 

泳法のルール 

記録計測の方法 

○ ○ ○  a:水泳の楽しさを経験でき

るように泳法の技術に関心

を持ち、フォームの修正や記

録向上に努めようとしてい

る。マナーやルールを大切に

し、事故防止に関する心得な

ど健康で安全な活動になる

よう自主的に取り組んでい

る。 

b:自己の課題に応じた運動

の取り組み方を工夫し、同じ

課題を持つ他者に対しても

積極的に考えを伝えること

ができる。 

c:水泳（背泳）の特性に応じ

た、効率的な泳法を身に付け

ている。 

観察 

実技テスト 

記録カード 

レポート 



 

※令和３年度以前入学生用 

２
学
期 

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル 

（ 

１
学
期
の
続
き
）  

 

 

ハンドボール 

（ゴール型スポーツ） 

１学期の復習 

基本的な動作 

パス、ドリブル、シュート 

対人プレー 

 

２学期 

ルールや審判法 

簡易ゲームの進め方 

ゲーム 

○ ○ ○ ○ a: ハンドボールの楽しさを

経験できるようにその技術

に関心を持ち、試合のレベル

向上に努めようとしている。

マナーやルールを大切にし、

事故防止に関する心得など

健康で安全な活動になるよ

う自主的に取り組んでいる。 

b: 自己の課題に応じた運動

の取り組み方を工夫し、同じ

課題を持つ他者に対しても

積極的に考えを伝えること

ができる。 

c:ゴール型球技の特性に応

じた試合に関する基本的な

技能を身に付けている。 

d:ハンドボールの専門用語

で指示を受けた場合でもそ

の意味を理解しコミュニケ

ーションがとれる知識を持

っている。 

観察 

実技テスト 

チ ー ム 戦

績 

レポート 

卓
球
（ 

１
学
期
の
続
き
）  

 

１学期の復習 

基本的動作 

ストローク 

 フォアハンド 

 バックハンド 

対人プレー 

２学期 

ルールや審判法 

簡易ゲームの進め方 

ゲーム 

○ ○ ○ ○ a:卓球の楽しさを経験でき 

るようにその技術に関心を 

持ち、試合のレベル向上に 

努めようとしている。マナ 

ーやルールを大切にし、事 

故防止に関する心得など健 

康で安全な活動になるよう 

自主的に取り組んでいる。 

b: 自己の課題に応じた運動

の取り組み方を工夫し、同じ

課題を持つ他者に対しても

積極的に考えを伝えること

ができる。 

c:ネット型球技の特性に応

じた試合に関する基本的な 

技能を身に付けている。 

d:卓球の専門用語で指示を 

受けた場合でもその意味を 

理解しコミュニケーション 

がとれる知識を持っている。 

観察 

実技テスト 

チ ー ム 戦

績 

レポート 



 

※令和３年度以前入学生用 

 体
育
理
論 

１
学
期
の
続
き
）  

生涯スポーツの見方・考え方 

ライフスタイルに応じたスポーツ 

日本のスポーツ振興 

スポーツと環境 

○ ○  ○ a:生涯スポーツの効果的な

学習の仕方について積極的

に考え、関心を持って取り組

んでいる。 

b:ライフスタイルに応じて

取り組む課題の設計や計画

を立てることができる。 

d:スポーツと地域が相互に

関連し、より良い社会をつ 

くるための関わり方を理解

している。 

観察 

レポート 

小テスト 

３
学
期 

陸
上
競
技
（ 

長
距
離
走 

） 

男
女
共
修
体
育 

陸上競技 

長距離走 

１５分間走 

○ ○ ○  a:自己克服型の種目の記録 

が昨年度よりも伸びる楽し 

さや喜びを感じることがで  

きるように自分に適した運 

動強度に対し安全を確保し 

積極的にチャレンジしよう 

としている。 

b: 運動の計画を立て、自己 

の課題に応じた運動強度を

考え、さらに発展するように

取り組み方を工夫している。 

生涯にわたっての基礎体力

作りの意識を持って取り組

んでいる。 

c:自己克服型の種目に対し 

てその特性に応じた基本的

な体力を身に付けている。 

観察 

記録測定 

記録カード 

レポート 



 

※令和３年度以前入学生用 

 男女共修授業 

 活動種目 

（レクリエーションスポーツ） 

 ・アルティメット 

 ・パドルテニス 

 ・ソフトバレーボール 

 

各種目とも 

 基本的な運動動作 

対人プレー 

ルールや審判法 

ゲームの進め方 

ゲーム 

○ ○ ○  a: 男女共修授業の楽しさを 

経験できるようにその技術

や体力、体格等を考慮し共に

学ぶ姿勢がある。マナーやル

ールを大切にし、事故防止に

関する心得など健康で安全

な活動になるよう自主的に

取り組んでいる。 

b: 自己の課題に応じた運動 

の取り組み方を工夫し、同 

じ課題を持つ他者・異性に対

しても積極的に考えを伝え

ることができる。 

c: レクリエーションスポーツの

特性に応じた基本的な技能

を身に付けている。 

 

観察 

授業態度 

試合結果 

レポート 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 

 


